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【研究の背景・目的】 

現世の海底には，コバルトリッチクラスト，マン
ガン団塊，レアアース泥 (研究代表者らが発見した新
資源)，熱水性硫化物など多様な鉱物資源が分布して
いる．これらは，過去約 1 億年にわたる海洋の様々
なプロセスにより生成されてきたものである．また，
それ以前の海底で生成された，より古い時代の鉱物
資源は，海洋プレートの移動に伴い島弧や大陸縁辺
に付加され，その一部は日本列島などの陸上付加体
中に露出し，鉱床として開発されてきた．現在およ
び過去の海底で生成した鉱物資源 (両者を合わせて
『海の鉱物資源』と呼ぶ) は，生成時の海洋環境やグ
ローバル物質循環の変動の産物として，相互に密接
な関連を持つと考えられる．しかしながら，従来の
研究では，鉱床のタイプによって個別の成因論が構
築されてきたに過ぎず，上述の多様な鉱物資源の成
因を包括的に取り扱う枠組みは存在しなかった． 
そこで本研究では，地球表面積の 3 分の 1 を占め

る最大の海洋である太平洋で，過去 4 億年にわたり
生成された『海の鉱物資源』をグローバルな環境・
物質循環変動をはじめとする地球システム進化の中
に位置づけることで，従来にない包括的かつ統一的
な資源成因論を構築することを目的とする．本研究
により『海の鉱物資源』の分布を支配する因子の全
容が解明されれば，海底鉱物資源と陸上鉱床の双方
を俯瞰する，日本の資源戦略の新たなグランドデザ
インを提示することが可能となる． 

【研究の方法】 
『海の鉱物資源』の成因とその相互関連性を明ら

かにするためには，各資源を結びつける高解像度の
時間軸を入れるとともに，元素濃集を引き起こした
メカニズムを解明する必要がある．そのために，(1) 
現世海底および日本列島付加体からの系統的な試料
の採取・記載・全岩化学分析，(2) Os (オスミウム) 同
位体比，Re (レニウム) –Os 放射年代および微化石・
古地磁気層序による高解像度年代決定，(3) 化学組
成データセットの独立成分分析に基づく鉱物資源の
起源物質・元素濃集プロセスの抽出，の 3 項目を実
施する． 

 
【期待される成果と意義】 

本研究によって，従来個別的かつ断片的にしか理
解されていなかった海底鉱物資源の成因が，相互に
有機的に結びついた統一的な描像として捉えられ，
革新的な鉱物資源論が確立されるはずである．また，
より直接的な成果として，本研究で得られる高精度
かつ大規模な地球科学データセットにより，具体性
の高い資源ポテンシャル評価が可能になるとともに，
未発見の有望鉱床の探査指針が得られることが期待
される．さらに，選鉱・精錬に活用可能な品位，構
成鉱物，物性などの鉱物学的・物質科学的情報も取
得できる．これらの情報は，海底鉱物資源と陸上鉱
床の双方を含めた我が国の資源戦略に重要な指針を
与えるであろう． 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 27 年度－31 年度 154,500 千円 

   
【ホームページ等】 

http://egeo1.geosys.t.u-tokyo.ac.jp/kato/ 
  ykato@sys.t.u-tokyo.ac.jp 図 1 現在および過去の『海の鉱物資源』 
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